
　正の整数 n  に対して

n
0 1+1 U 2 = nx + ny U2  

が成り立つように整数 nx  ,  ny  を定める。

(1)    +n 1x  ,  +n 1y  を nx  ,  ny  で表せ。

(2)    n が偶数なら 2
nx -2 2

ny =1 ,  n  が奇数なら 2
nx -2 2

ny =-1 である

　　ことを証明せよ。

(3)    任意の n  に対して ,  
+n 1x

+n 1y
  は 

nx

ny
 よりも U2  のよい近似値である

　　ことを証明せよ。
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